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課題名
1５ 九州北部水田野菜地帯における地域輪作方式の確立

(5)露地野菜を主体とした地域輪作営農モデルの策定
分類 ④

試験研

究年次
６３～２年（完了）

Ｉ 目的’

露地野菜を中心とした地域輪作方式定着のための、地域輪作営農モデルを策

定し、地域輪作方式の確立に資する。

Ⅱ試験方法

１調査対象地域：三井郡北野町Ｏ地区

２調査方法：Ｏ地区の全農家（回収数６２戸）を対象にアンケート調査を行
ゆ
（

とともに、代表的野菜農家２戸から農家構造、作付体系等について聞き取
り調査を行った。

３モデルの策定：先進技術、新作付体系を前提とした試験データをもとに、
線形計画法を用いてモデルを策定した。なお、線形計画法の解析には農業研

究センターが開発した「ＣＬＰVer5.1」のプログラムを用いた。

Ⅲ主要成果の概要

水田露地野菜を主体とした､地域輪作営農モデルを策定し、
検討した結果、次のような成果が期待される。

経営改善効果を

１前記の成果「新土地利用調整システム」を前提として、水稲と野菜の輪作
が効率的に行われ、水田土地利用率は1.6～3.9倍増加する。

２苗購入や調製作業の委託に伴い、所要労働時間が減少する。

３家族労働力１人当たり農業所得は975～2,273千円増加し、同１時間当た
p

り農業所得も1.4～2.0倍になる等、高収益野菜作経営が実現する。

Ⅳ主要成果の具体的データ
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１水田露地野菜作を組み込んだ地域輪作方式の定着が可能になる。

２．策定した地域輪作営農モデルの実現には、前記成果の「新土地利用調整の

システム」が必要になる。

３本研究で策定された地域輪作営農モデルの普及には、現地実証試験が必要

である。

４新作付体系を導入することによって野菜の生産量が増大するため、計画的．

安定的に出荷を行う販売戦略や市場対応について、農協と共に検討する必要

がある。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１土地利用調整方式と連関させた地域輪作営農モデルの適用条件の検討

２地域輪作営農モデルの評価

Ⅶ資料名

63～元年度地域水田農業資料第１号九州北部水田野菜地帯における地

域輪作方式の確立、福岡県農業総合試験場


